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ア
メ
リ
カ

で
は
、
自
国

第
一
主
義
を

掲
げ
る
ト
ラ

ン
プ
大
統
領

が

就

任

し

た
。
▼
大
統
領
就
任
直
後
、
多
く

の
大
統
領
令
に
サ
イ
ン
を
し
た
。

▼
隣
接
す
る
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ

の
不
法
移
民
が
ア
メ
リ
カ
人
の
働

く
場
を
奪
っ
て
い
る
と
不
法
移
民

対
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
、
従
わ

な
け
れ
ば
関
税
を
課
す
対
抗
措
置

を
と
る
と
通
告
し
た
。
何
か
が
悪

く
な
れ
ば
、
原
因
は
自
分
た
ち
で

は
な
く
、
他
者
に
責
任
を
お
し
つ

け
て
、
ア
メ
リ
カ
さ
え
都
合
が
良

け
れ
ば
と
い
う
施
策
を
次
々
に
実

施
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
は
周
囲
の
国
の
産
業
や

人
に
よ
っ
て
、
今
の
社
会
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
▼
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
も
同

様
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
と
感

じ
る
。
管
理
者
に
よ
る
暴
行
事
件

や
会
社
の
異
様
な
職
場
管
理
が
現

行
体
制
で
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
き

た
。
労
働
組
合
を
悪
と
し
、
そ
れ

に
加
入
す
る
組
合
員
を
事
実
と
異

な
る
事
象
で
陥
れ
る
と
い
う
質

は
、
自
国
第
一
主
義
と
同
様
の
考

え
方
で
は
な
い
か
。
▼
18
春
闘
以

降
、
会
社
は
そ
の
姿
勢
を
崩
さ
な

い
が
、
そ
の
争
い
や
会
社
の
経
営

方
針
に
嫌
気
が
さ
し
、
退
職
す
る

社
員
が
後
を
絶
た
な
い
。
▼
鉄
道

は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
、
互
い

に
協
力
し
て
業
務
す
る
職
種
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
仲
間
を
大
切

に
す
る
労
働
組
合
が
必
要
だ
。
労

働
組
合
に
結
集
し
、
皆
か
ら
愛
さ

れ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
つ
く
ろ
う
で

は
な
い
か
。

（
Ｙ
・
Ｈ
）

第51回定期中央委員会第51回定期中央委員会

１． 組合員の雇用と利益を守り抜くために、不当・不法行為とあらゆる妨害を許さないたたかいを強化し、25春闘勝利！

過半数代表者選挙勝利！１万名組織をめざし、組織強化・拡大を実現しよう！

１． 戦後80年、JR羽越本線脱線事故・JR福知山線脱線事故から20年。過去から学び現実に向き合い、「抵抗とヒューマニズム」

の精神を根底に、職場からのたたかいで平和な社会と安全第一の職場をつくり出そう！

スローガン

　
２
月
６
日
、
コ
ル
ソ
ホ
ー
ル
に
て
第

51
回
定
期
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
２
０
２
５
Ｊ
Ｒ
総
連
春

闘
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
き
、
ベ
ア
一
律

１
５
０
０
０
円
満
額
獲
得
に
向
け
て
た

た
か
っ
て
い
く
こ
と
、「
被
害
者
が
加

害
者
に
さ
れ
た
！
Ｊ
Ｒ
東
日
本
武
蔵
小

金
井
駅
暴
行
事
件
」
に
お
い
て
個
人
訴

訟
に
立
ち
上
が
っ
た
若
き
組
合
員
の
決

意
に
応
え
、
全
組
合
員
と
共
に
裁
判
支

援
闘
争
を
た
た
か
い
抜
く
こ
と
を
満
場

一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
春
闘
と
夏
季
手
当
の
同
時
期

議
論
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
は
反
対
の

ス
タ
ン
ス
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

好
調
な
業
績
を
生
み
出
し
て
い
る
職
場

の
努
力
と
奮
闘
を
一
番
の
考
慮
要
素
と

し
た
年
末
手
当
の
年
間
６
ヶ
月
以
上
の

月
数
水
準
の
回
答
を
求
め
、
た
た
か
っ

て
い
く
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
組
織
再
編
や
融
合
と
連

携
に
よ
る
弊
害
と
し
て
現
れ
て
い
る
職

場
実
態
、
賃
上
げ
を
含
め
た
職
場
環
境

改
善
に
つ
い
て
、
過
半
数
代
表
者
選
挙

に
向
け
た
た
た
か
い
、
団
体
交
渉
な
ど

に
も
現
れ
て
い
る
会
社
姿
勢
な
ど
も
出

さ
れ
、
た
た
か
い
の
実
践
が
多
く
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
さ
れ
る
社
友
会
と
労
働
組
合
の
違

い
を
明
確
に
し
、
施
策
の
検
証
を
強
化

す
る
こ
と
や
不
当
・
不
法
行
為
に
悩
み

苦
し
む
仲
間
に
寄
り
添
っ
て
い
く
重
要

性
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
発
言

し
た
全
組
合
員
か
ら
「
被
害
者
が
加
害

者
に
さ
れ
た
！
Ｊ
Ｒ
東
日
本
武
蔵
小
金

井
駅
暴
行
事
件
」
の
裁
判
支
援
闘
争
を

通
じ
若
い
組
合
員
の
身
の
潔
白
を
証
明

し
健
全
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
つ
く
る
た
め

に
共
に
た
た
か
い
抜
く
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
戦
後
80
年
を
迎
え
、
平
和
を
守
る
た

た
か
い
を
は
じ
め
、
ロ
ー
カ
ル
線
を
守

る
た
た
か
い
、
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る

参
院
選
な
ど
、
地
域
、
自
治
体
、
議
員

な
ど
広
範
な
連
帯
を
つ
く
り
出
し
て
い

く
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　「
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
宣
言
」を
掲

げ
て
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
個
で
は
た

た
か
え
ま
せ
ん
。
組
織
と
仲
間
を
実
感

で
き
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
を
つ
く
り
出

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
個
人
訴
訟
に
立

ち
上
が
っ
た
仲
間
を
支
え
る
こ
と
、
春

闘
勝
利
、
夏
季
手
当
要
求
実
現
、
過
半

数
代
表
者
選
挙
勝
利
、
平
和
な
社
会
、

安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
め
ざ
す
た

め
、
全
組
合
員
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
て
た
た
か
い
抜
く
こ
と
を
確
認
し

た
定
期
中
央
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

議
長
団
（
左
か
ら
）
大
山
委
員
（
仙
台

地
本
）、
戸
嶋
委
員
（
八
王
子
地
本
）

(2024.6.19～)

1．基準内賃金の 3.2ヶ月とすること。

2． 支払いについては、2025年6月

27日までとすること。

3． 回答については、2025年3月11

日から14日までとすること。

 2025年度夏季手当に
 関する申し入れ 申13

1． 2025年4月1日以降のJR東労組組合員・社員の基本給を

一律15,000円 引き上げること。

2． 2025年4月1日以降のエルダー組合員・社員の基本賃金を

15,000円引き上げること。

3． 定期昇給を実施。昇給係数は「4」として実施すること。

4． 2021年4月1日に実施した、満55歳未満（当時）の組合員・社

員に対する定期昇給のカット分を別途支給すること。

5．「第二基本給制度」を凍結すること。

6．「65歳定年制」を導入すること。

7． 回答については、2025年3月11日から14日までとすること。

 2025年度賃金引き上げ
 等に関する申し入れ申12

（定期昇給を
 含まない）2． 支払いについては、2025年6月

職場の努力・奮闘に応
職場の努力・奮闘に応

える回答を求める！
える回答を求める！

過度な競争を職場に持ち込む格差賃金には反
対！ 産業間・地域間・企業間の格差是正の課題
も据えて「一律定額ベア」を求めます！ 経済活
性化のための賃上げではなく、生活実感に基づ
いた賃上げを求めます！




